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［概究論文］
命市嶋典子「H本語教育における「実践研究」論文の質的変化一学会誌沼本語教育」をて
　　カs’かりに一」
　「投稿規定・執筆要項」の「目的」にもあるように，本論集は教育実践にもとづいた研究
の掲載に積極的なのですがt実際にはそれらの投稿数が少ないため，その掲載数が非常に
少ないのが現状です。これは，日本語教育硬究全体で言えることです。実践HJf　5Yが重要で
あるという考えがある程度広く認められている一方で，実際には実践砺究が少ない一一因と
して，実践研究とは何かが曖昧でt研究者が確信を持って研究が進められないことが考え
られます。
　この論文は，日本語教育学会の学会誌『日本語教育」に掲載された論文の中から「実践研究」
論文に分類されるものを抽出し，その質的変化を分析したものです。筆者は「実践研究」を，
先行研究を踏まえた上で，「自身の教育観に基づいた授業のデザインを示し，実際の授業で
起こっていることを具体的な教室データによって検討することによって自己の実践を振り
返り，次の実践へとつないでいくプロセス」と定義づけています。もちろん，この定義が
全てではありませんが，今後，実践研究を行っていく上でtこの定義，そして，この論文
は大いに役立つと考えられます。実践研究を行おうとする際に，ぜひ，この論文，そして，
この論文で紹介されている「実践研究」をお読みいただければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河野　俊之）
命鎌田美千子・仁科喜久子「文章の難易度とパラフレーズとの関係一中国人・韓国人日本語
　　学習者と日本語母語話者の比較一」
　論文の間接引用や要約を行う際，「パラフレーズ」，つまり原文の内容を別表現で言い換
　　　へえる，という操作が必要になりますが，これは学習者にとって習得がなかなか難しいスキ
ルであるようです。
　本論文では，難易度に違いのある2種類の文章を日本語母語話者・学習者それぞれにパラ
フレーズしてもらったところ，母語話者では難易度の高い文章においてパラフレーズの度合
いが有意に高くなるのに対し，学習者ではいずれの文章でもパラフレーズの度合いは低い，
ということを示しました。母語話者は難易度の高い語を中心に別表現への言い換えを行っ
ているのですが，学習者は原文の表現をそのまま抜き出して使ってしまうことが多いよう
なのです。
　パラフレーズにも明らかに上手下手はあるのですが，「うまいパラフレーズ」において具
体的にどのような操作が行われているのか，実はまだ明確には分かっていません。今後の
アカデミックジャパニーズ教育では，パラフレーズというスキルをいったん下位レベルの
スキルに解きほぐし，それらサブスキルを状況に応じて使い分けるための方法論を教育可
能な形で指し示していく，ということが必要になるでしょう。本論文は，こうした課題へ
一1一
の取り組みをさらに一一歩先へと前進させたものとして高く評価できると思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇佐美　洋）
＠張鍮珊・穆紅・野々口ちとせ「実習体験で教師イメージがどのように変わるか一PAC分析
　　による日本語非母語話者実習生の事例研究一」
　多様な言語・文化背景を持った外国人住民と日本人住昆が共生する社会を，仮に，多言
語多文化共生社会と呼ぶならば，外国人住民に対する日本語教育や学習支援活動の在り方
を工夫・発展させることは最も重要な実践課題の一一つと考えられます。この課題解決のた
めに，例えば，総務省では，地域における共生施策の推進について検：討を進め，2006年3月に，
多文化共生推進プログラムを提出しました。地域において取組が必要な「コミュニケーショ
ン支援」ゼ生活支援」「多文化共生の地域づくり」「多文化共生の推進体制の整備」の各分野
をプログラムとして取りまとめ，先進的な取組事例も含めた具体的な提言を行いました。
　この論文は，上記のプログラム推進の鍵となる共生の意識作りやイメージの共有過程に
焦点を当てた先駆的論考と考えられます。具体的には，共生社会に対応した日本語教育の
根幹となる教育実習の場において，非母語話者実習生が，新規の学習体験をどのように受
け止め，いかにしてr共生社会における日本語教師の役割や，学習者との学び合いに関す
る気づきに至るのかについて，個人別態度構造分析（PAC分析）の手法を爾いて精緻に分析・
追究しています。この変容過程の醍醐味を充分にわかちあっていただけたら幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野山　広）
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